
第 22 回理事会 
3 月 4 日 午後 5 時～7 時 25 分 
木下会長、三浦・吉本副会長、杉山専務理事、濱本・弘山・小田・田中（義）

各常任理事、田中（豊）・田村・河村・柴山・城甲・茶川各理事、青柳・山本・

武内各監事 
 
議決事項 
1 第 164 回定例代議員会の付議事項について 
 4 月 22 日（木）開催の定例代議員会における提出議案を決定。 
 
協議事項 
1 理事会会務分担について 
 新執行部の会務分担を発表、協議した。 
 
2 22 年度事業計画・行事予定について 
 担当より事業計画案・関連する行事予定について説明があり、協議。 
 
3 22 年度予算（案）について 
 事業計画に基づき、予算編成をした。 
 
4 21 年度事業報告について 
 事業実施内容について確認した。 
 
5 山口県医師臨床研修センターについて 
 県全体の医師臨床研修体制（後期研修を含む）の強化や臨床研修医支援を目

的として設置されるセンターについて協議、承認した。県、医師会、臨床研修

病院で構成し、山口県医師臨床研修推進センター運営協議会（山口県医師会）

において運営する。 
 
6 病床設置届出診療所に係る推薦について 
 病床設置診療所開設に伴う事前協議者から推薦依頼申請があり、有床診療所

部会審査会において協議・検討が行われた。その結果を踏まえ協議した結果、

推薦の同意について了承された。会長名で推薦意見書を県知事宛に提出する手

続きを行う。 
 
7 山口県医師会表彰の選考について 



 22年度の県医師会表彰規程第2条第4号に関する被表彰者を選考、決定した。

6 月 13 日開催の医師会総会において表彰する。 
 
8 まどみちお研究会の後援について 
 5 月 11 日（火）、周南市において開催される 21 年度活動報告会の後援依頼が

あり、承認した。山口赤十字病院 末永和之副院長 緩和ケア科部長が「いのち

と童謡」と題した基調講演をされる。 
 
9 医療関係者等に対する人権研修の充実について 
 山口県からの要請もあり、山口県人権推進指針に基づき研修、広報を行うこ

ととした。 
 
10 新型インフルエンザワクチンの在庫の取扱いについて 
 在庫ワクチンの買い取りがなされるよう国に要請することについて協議した。 
 
人事事項 
1 中国地方社会保険医療協議会委員について 
 委員辞任により、後任の委員について協議し、決定した。 
 
2 山口県公務災害補償等認定委員会委員について 
 任期満了に伴う次期委員人選について諮り、推薦者を決定した。 
 
3 山口県子育て文化審議会委員について 
 任期満了に伴う次期委員人選について諮り、推薦者を決定した。 
 
4 山口県予防保健協会評議員の推薦について 
 評議員辞任により、後任の評議員について協議、決定した。 
  
報告事項 
1 医事案件調査専門委員会（2 月 18 日） 
 病院 3 件、診療所 1 件の事案について審議を行った。（小田） 
 
 
2 地域産業保健センター事業見直しに係る協議会（2 月 18 日） 
 地域産業保健センター事業の見直しが検討されており、各地域産業保健セン

ター長に 22 年度の対応について説明・協議した。（河村）  



 
3 山口県母子保健対策協議会（2 月 18 日） 
 県の母子保健の動向では児童虐待の報告があった。また 21 年度の母子保健事

業について説明があった。（濱本） 
 
4 山口県看護職員確保対策協議会（2 月 18 日） 
 本県における第七次看護職員需給見通し案及び今後の県内看護職員の確保対

策について協議を行った。（田中豊） 
 
5 山口県国保連合会保健活動推進委員会（2 月 18 日） 
 新・国保 3％推進運動の取り組み、21 年度保健事業の実施状況等について協

議した。（田中義） 
 
6 唐澤祥人日本医師会会長候補選挙対策本部事務所開き（2 月 20 日） 
 3 選を目指す出馬表明があり、本会も登壇し挨拶を行った。14 の都道府県医

師会から総勢約 280 人の参加があった。（木下） 
 
7 日医学校保健講習会（2 月 20 日） 
 「最近の学校健康教育行政の課題について」等講演 4 題とシンポジウム「犯

罪被害から子どもを守る」で警察庁及び文科省、大阪教育大学附属池田小学校

校長によるシンポジストの講演があった。（茶川） 
 
8 山口県緩和ケア医師研修会（2 月 21 日・2 月 28 日） 
 緩和ケア概論、がん性疼痛、コミュニケーション技術など、2 日間にわたり開

催。修了証を授与して閉会した。参加者 10 名。（弘山） 
 
9 日医母子保健講習会（2 月 21 日） 
 「子ども支援日本医師会宣言の実現を目指して」をテーマに 2 講演、シンポ

ジウムが開催された。 
（濱本） 
 
10 山口大学臨床研修セミナー「松下村医塾パート 3（2 月 21 日） 
 岡 副病院長の主催者挨拶につづき、メディカル・スタンダード社 松本洋氏

の「地域医療教育の充実とは ～医塾からコンソーシアムへ～」の講演があった。

引き続いてケースカンファレンス 4 題、検討会が行われた。（城甲） 
 



11 おいでませ！山口国体・山口大会実行委員会「募金推進委員会第 6 回幹事

会」（2 月 23 日） 
 これまでの取組について報告後、平成 22 年度の取組について協議した。（事

務局長） 
 
12 おいでませ！山口国体・山口大会実行委員会「第 10 回宿泊・衛生専門委員

会」（2 月 23 日） 
 第 2 次仮配宿計画、山口の味ガイドブックの作成についてほか 3 件の報告、

宿泊要項、弁当調達要項についてほか 4 件の議題について審議を行った。（事務

局長） 
 
13 おいでませ！山口国体・山口大会実行委員会「第 5 回全国障害者スポーツ

大会専門委員会」（2 月 24 日） 
 情報支援ボランティアの応募状況等についてほか 10 項目の議題について報

告・説明があった。また、リハーサル大会実施要綱等について審議を行った。（事

務局長） 
 
14 山口県社会保険診療報酬支払基金幹事会 
（2 月 24 日） 
 支払基金事業指針についてほか 9 件の報告、連絡があった。（木下） 
 
15 中国地方社会保険医療協議会山口部会 
（2 月 24 日） 
 今月の新規指定は薬局のみであった。（三浦） 
 
16 山口県生活習慣病検診等管理指導協議会「がん登録・評価部会」（2 月 24
日） 
 21 年度における県地域がん登録の実施状況の報告及び 22 年度の取り組み案

が示された。（三浦） 
 
17 山口県民共済との打合せ（2 月 25 日） 
 交通事故医療に関する未解決事例について協議を行った。（小田） 
 
18 山口県病院協会との懇談会（2 月 25 日） 
 双方の三役が出席、近況情勢報告を行い懇談した。（杉山） 
 



19 健康やまぐち 21 推進協議会（2 月 25 日） 
 22 年度における健康づくり対策及びがん検診率 50％を目指した取り組みに

ついて協議した。 
（三浦） 
 
20 山口県防災会議（2 月 26 日） 
 昨年 7 月 21 日豪雨災害への対応について報告があった。また地域防災計画の

修正について意見を求められ、協議した。（木下） 
 
21 第 4 回生涯教育委員会（2 月 27 日） 
 医学功労賞の選考、生涯研修セミナーの企画、セミナーの広報方法について

協議した。チラシを作成、医師会報に封入し送付する。また、第 116 回セミナ

ーのカリキュラムコード・印象記担当者について協議、決定した。（杉山） 
 
22 災害救助対策に関する神奈川県医師会との意見交換会（2 月 27 日） 
 神奈川県医師会と災害救助対策の取り組みについて意見交換した。（弘山） 
 
23 関門医療センター「がん治療センター」開所式（2 月 28 日） 
 テープカットを行い、祝辞を述べた。（木下） 
 
24 広報委員会（3 月 4 日） 
 会報主要記事掲載予定、緑陰随筆の募集広告、3 月 21 日開催の県民公開講座

「tys スーパー編集塾」について協議。また、会報執筆の方針等について示し、

確認した。22 年度の広報事業として公開講座を予定しているので、講師等の案

について意見を伺った。毎日新聞、tys 及び KRY のコーナーについて報告を行

った。（田中義） 
 
25 会員の入退会異動 
 入会 7 件、退会 7 件（死亡退会含む）、異動 4 件〔3 月 1 日現在会員数：1 号

1,321 名、2 号 939 名、3 号 478 名、合計 2,738 名〕 
 
医師国保理事会  第 18 回 
1 理事長・副理事長・常務理事の互選について 
 規約に基づき理事の互選により、理事長ほか新役員を決定した。  
 
2 山口県国民健康保険等柔道整復療養費審査委員会委員の推薦について 



 任期満了に伴う次期委員人選について諮り、保険者を代表する委員として現

委員を引き続き推薦することについて承認した。 
 
3 療養の給付付加金支給に関する内規の一部改正について 
 2 月 25 日開催の組合会において、規約第 14 条（付加金の支給）の改正が議

決されたことに伴い、内規の一部改正について協議、議決した。 


